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慣病との関連性－. 高知県整形外科医会学術講演会. 高知, 2011年5月 

 

3. 杉本利嗣: 糖尿病合併症の観点からみた骨粗鬆症. 第19回血糖自己測定の会. 岡

山, 2011年6月 

 

4. 杉本利嗣: 生活習慣病が骨に与えるインパクト. 徳島健康寿命講座. 徳島, 2011年
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